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下部工位置図 S=1:250
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A2橋台構造図 S=1;100
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A2橋台配筋図(その1)

16

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　  下記の基準等を満足すること。

　　    1.道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

        2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　 (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　　　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、製品を

　　　指定するものではない。

注記) 施工者は、使用製品の性能と施工方法、管理方法の承認

　　　を得て工事を実施すること。
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「本図面は新JISA0101(2012)に基づき作成した図面である」(外形寸法) 徳島県南部総合県民局農林水産部＜阿南＞
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A2橋台配筋図(その2)
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注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　  下記の基準等を満足すること。

　　    1.道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

        2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　 (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　　　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、製品を

　　　指定するものではない。

注記) 施工者は、使用製品の性能と施工方法、管理方法の承認

　　　を得て工事を実施すること。
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伸縮装置用補強鉄筋 S=1:30

J
 
1 D16

J
 
2 D16

J1 45-D16 X 530

J2 45-D16 X 250

13000

5
0
0

5
0
0

1
0
0

2
5
0

1
5
0

2
5
0

2
5
0

443 11881 676

1
4
0
0

13000

150
225

49X250=12250 225
150

9
0
0

5
0
0

1
4
0
0

5
0
0

9
0
0

2
8
6

6
1
4

24805X1505.6=75282992

13000

49X250=12250375 375

1
5
0

1
1
0
0

1
5
0

550 11X1000=11000 331

100
166
166 45X250=11250 99

100

706 7685 3679 624 306

16362336547570686304

13000

13000

道路中心線

1
5
0 2
0
0
1
5
0

5
0
0

1
5
02
0
0
1
5
0

5
0
0

200
230

230
180

150

150
58
234
234

30

10
0

100

147
208

208
217

150

150
160

208
208

61

1
5
0 1
7
51
7
5 3
0
02
5
0 2
0
01
5
0

配力筋

橋座かぶせ筋

配力筋

120

水平補強鉄筋 D16

1
5
0

150

614

1100

286 500

1400

150

1
0
0

113

後打ちコンクリート

500

1
4
0

1
0
0

85
150

135
130

2
1
8

166

2
1
8

68

2
1
8
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A2橋台配筋図(その3)
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注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　  下記の基準等を満足すること。

　　    1.道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

        2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　 (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　　　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、製品を

　　　指定するものではない。

注記) 施工者は、使用製品の性能と施工方法、管理方法の承認

　　　を得て工事を実施すること。
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「本図面は新JISA0101(2012)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　  下記の基準等を満足すること。

　　    1.道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

        2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　 (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　　　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、製品を

　　　指定するものではない。

注記) 施工者は、使用製品の性能と施工方法、管理方法の承認

　　　を得て工事を実施すること。

機械式定着具
 9t×40×70

※

※

機械式定着具
 9t×40×70

A2橋台配筋図(その4) S=1:50

機械式鉄筋定着工法数量表

鉄筋径
箇　所　数

小　計

合　計

D25

D22

D19

D16

D13

0＜L≦1m 1＜L≦2m 2＜L≦3m 3＜L≦4m 5＜L≦6m

25

-    

-    

-    

-    

25

-    

-    

50

-    

-    

50

-    

-    

-    

-    

-    

-    

-    

-    

-    

-    

-    

-    

-    

-    

-    

75

-    

-    

-    

※

※

4＜L≦5m

-    

-    

-    

-    

-    

-    

使用材料一覧表

コンクリート設計基準強度

SD345

鉄筋種別

胸壁・橋座

使用区分

σ28=24N/mm2

置換えコンクリート基礎 -

-竪壁 σ28=18N/mm2

σ28≧18N/mm2

SD345

曲げ半径(内側)

2.5φ

加工筋曲げ半径

E1 49-D16 X 2500

P
1

5
2
-
D
2
2
 
X
 
2
0
0
0

P
2

5
2
-
D
2
2
 
X
 
2
0
0
0

P7 52-D13 X 560 P8 4-D13 X 600 P9 25-D13 X 470

P4-1 3-D16 X 8000 P4-2 3-D16 X 5500

P6-1 3-D16 X 8000 P6-2 3-D16 X 5500

E2 5-D13 X 11710

S2-1 3-D16 X 11000 S2-2 3-D16 X 4500

E
 
3 12-D25 X 500

S
 
4-1 8-D13 X 8470 S

 
4-2 8-D13 X 5970

P5-1 1-D16 X 5500 P5-2 1-D16 X 8000

P3-1 1-D16 X 8000 P3-2 1-D16 X 5500

G3 3-D13 X 1320(平均長) G4 2-D13 X 1550(平均長)

G7 3-D13 X 1300 G8 2-D13 X 1510

G2 2-D13 X 980(平均長)G1 1-D13 X 990

G5 1-D13 X 990 G6 2-D13 X 1000(平均長)

S1 52-D16 X 3000 S3 50-D16 X 1390 S5 8-D13 X 1490

S
 
2-3 3-D16 X 5000 S

 
2-4 3-D16 X 10500

鉄筋質量表(SD345)

種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

G 1 D13 990 1 0.995 0.99 1

G 2 D13 980 2 0.995 0.98 2 (平均長)

G 3 D13 1320 3 0.995 1.31 4 (平均長)

G 4 D13 1550 2 0.995 1.54 3 (平均長)

G 5 D13 990 1 0.995 0.99 1

G 6 D13 1000 2 0.995 1.00 2 (平均長)

G 7 D13 1300 3 0.995 1.29 4

G 8 D13 1510 2 0.995 1.50 3

20

P 1 D22 2000 52 3.04 6.08 316

P 2 D22 2000 52 3.04 6.08 316

P 3-1 D16 8000 1 1.56 12.48 12

P 3-2 D16 5500 1 1.56 8.58 9

P 4-1 D16 8000 3 1.56 12.48 37

P 4-2 D16 5500 3 1.56 8.58 26

P 5-1 D16 5500 1 1.56 8.58 9

P 5-2 D16 8000 1 1.56 12.48 12

P 6-1 D16 8000 3 1.56 12.48 37

P 6-2 D16 5500 3 1.56 8.58 26

P 7 D13 560 52 0.995 0.56 29

P 8 D13 600 4 0.995 0.60 2

P 9 D13 470 25 0.995 0.47 12

843

E 1 D16 2500 49 1.56 3.90 191

E 2 D13 11710 5 0.995 11.65 58

E 3 D25 500 12 3.98 1.99 24

273

H 1 D16 910 104 1.56 1.42 148

H 2 D16 11580 4 1.56 18.06 72

H 3 D16 12000 2 1.56 18.72 37

257

S 1 D16 3000 52 1.56 4.68 243

S 2-1 D16 11000 3 1.56 17.16 51

S 2-2 D16 4500 3 1.56 7.02 21

S 2-3 D16 5000 3 1.56 7.80 23

S 2-4 D16 10500 3 1.56 16.38 49

S 3 D16 1390 50 1.56 2.17 109

S 4-1 D13 8470 8 0.995 8.43 67

S 4-2 D13 5970 8 0.995 5.94 48

S 5 D13 1490 8 0.995 1.48 12

623

J 1 D16 530 45 1.56 0.83 37

J 2 D16 250 45 1.56 0.39 18

55

T 1 D22 1580 66 3.04 4.80 317

317

合　計 D25 24 kg

D22 949 kg

D16 1167 kg

D13 248 kg

総質量 2388 kg
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「本図面は新JISA0101(2012)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

注記) ※印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

　　  下記の基準等を満足すること。

　　    1.道路橋示方書・同解説(H29.11 日本道路協会)

        2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　 (H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　　　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　　　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注記) この図面の機械式鉄筋定着工法は参考図であり、製品を

　　　指定するものではない。

注記) 施工者は、使用製品の性能と施工方法、管理方法の承認

　　　を得て工事を実施すること。

A2橋台配筋図(その5)

徳島県南部総合県民局農林水産部＜阿南＞
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平川内橋梁下部２工事

阿南丹生谷3期地区
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A2橋台配筋図(その5)

16

加工仕様

L1 = L-Lo+lo
　 Lo = πR+l
 　lo = r
  　r = R-D/2

寸法図

配置上の留意点

寸法表

D13

D16

D19

D22

D25

D29

D32

D35

D38

D41

D51

せん断補強鉄筋呼び径

　標準
プレート
　寸法

掛
け
ら
れ
る
鉄
筋
の
呼
び
径

A 厚さ

B 長辺

C 短辺

D13

9

70

40

80

長辺B

D16

9

70

40

85

D19

12

80

45

85

D22

16

80

50

90

D25

16

90

60

100

D29

19

90

65

105

D32

19

90

70

105

D35

22

-

80

115

D38

25

-

85

120

D41

25

-

95

125

D51

32

-

120

140

110

115

115

120

120

125

125

130

130

135

95

95

100

100

105

105

110

110

115

115

90

90

90

95

95

100

100

105

105

110

80

85

85

90

95

95

100

100

105

105

95

100

95

958575 75

75

70
70

80
80

90
90

90

定着プレートの寸法(SD345,SD295適用)

呼び径

※鉄筋種類がSD345,SD295以外、プレート材質がSM490以外、コンクリート強度が
　30N/mm 以上の場合、審査証明の詳細に従う。

呼び名

鉄筋の
 種類

SD295

SD345

SD390

D13

○

○

D16

○

○

○

D19

○

○

○

D22

○

○

○

D25

○

○

○

D29

○

○

○

D32

○

○

○

D35

○

○

○

D38

○

○

○

D41

○

○

○

D51

○

○

○

適用範囲(せん断補強鉄筋または中間帯鉄筋)

SD490 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○- - - -

-

L1:機械式定着鉄筋の鉄筋長
L :両端半円形フックの鉄筋長
R :半円形フックの曲げ芯半径
r :半円形フックの曲げ内半径
D :機械式定着鉄筋の鉄筋径

プレート材質

SM490,S35C,S45C

SM490,S35C,S45C

SM490,S45C

SM490,S45C

(参考図)

橋座水平補強鉄筋詳細図胸壁部スターラップ詳細図

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

長辺

機械式定着鉄筋のプレートおよびフックは掛けられる鉄筋と
直交するようにする。

2

背面側前面側

    D22

 D16 D16
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